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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月20日(2011.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気手術器具に供給するための高周波（ＲＦ）電力を生成するための電気手術ジェネレ
ータであって、
　１つ又は２つ以上のＲＦ出力電力源と、
　前記電気手術器具に接続されるように適応された少なくとも２本の出力線を含む出力ス
テージと、
　組織の電気外科的切断を生じるように設計された切断ＲＦ波形または組織の電気外科的
凝固を生じるように設計された凝固ＲＦ波形を前記出力線に送ることができるように、そ
して組み合わせモードにおいて前記切断ＲＦ波形及び前記凝固ＲＦ波形の両方を備える混
合信号を前記出力線に送ることができるように、前記ジェネレータを制御するように動作
可能であるコントローラであって、前記ジェネレータは電気外科手術に関連したパラメー
タを測定するための手段を更に備えることを特徴とし、前記組み合わせモードにおいて、
前記外科手術に関連した前記測定されたパラメータに応答して前記切断ＲＦ波形及び前記
凝固ＲＦ波形の一方又は両方のデューティサイクルを自動的に調整するように構成され、
前記切断ＲＦ波形のデューティサイクルは、前記混合信号のうち前記切断ＲＦ波形が前記
出力線に供給される部分であり、前記凝固ＲＦ波形のデューティサイクルは、前記混合信
号のうち前記凝固ＲＦ波形が前記出力線に供給される部分である、コントローラと、
　を備える電気手術ジェネレータ。
【請求項２】
　前記測定されたパラメータは、前記出力線のうちの２本間で測定されたインピーダンス
であることを特徴とする、請求項１に記載の電気手術ジェネレータ。
【請求項３】
　第１の高周波（ＲＦ）電力源及び第２の高周波（ＲＦ）電力源を備え、前記第１の電力
源は、前記切断ＲＦ波形を送るために接続され、前記第２の電力源は、前記凝固ＲＦ波形
を送るように接続されることを特徴とする、請求項１又は２に記載の電気手術ジェネレー
タ。
【請求項４】
　前記組み合わせモードにおいて、前記コントローラは、前記第１の電力源及び前記第２
の電力源から連続的にＲＦ波形を供給するように適応されることを特徴とする、請求項３
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に記載の電気手術ジェネレータ。
【請求項５】
　前記組み合わせモードにおいて、前記コントローラは、前記第１の電力源及び前記第２
の電力源の少なくとも一方から不連続的にＲＦ波形を供給するように適応されることを特
徴とする、請求項３に記載の電気手術ジェネレータ。
【請求項６】
　前記組み合わせモードにおいて、前記コントローラは、前記切断ＲＦ波形を不連続的に
送るために、前記第１の電力源の接続のオン及びオフを切り替えるように適応されること
を特徴とする、請求項５に記載の電気手術ジェネレータ。
【請求項７】
　前記組み合わせモードにおいて、前記コントローラは、前記凝固ＲＦ波形を不連続的に
送るために、前記第２の電力源の接続のオン及びオフを切り替えるように適応されること
を特徴とする、請求項５又は６に記載の電気手術ジェネレータ。
【請求項８】
　単一の高周波（ＲＦ）電力源を備え、前記コントローラは、前記組み合わせモードにお
いて、前記出力線に前記切断ＲＦ波形を送ること及び前記出力線に前記凝固ＲＦ波形を送
ることを交互信号の形で交互に行うように適応されることを特徴とする、請求項１又は２
に記載の電気手術ジェネレータ。
【請求項９】
　前記測定されたパラメータに応答して調整される前記特性は、前記切断ＲＦ波形又は前
記凝固ＲＦ波形の電力、電圧、又は電流から選択されることを特徴とする、請求項１から
８のいずれか一項に記載の電気手術ジェネレータ。
【請求項１０】
　前記コントローラは、前記出力接続間に生じる前記ＲＦピーク出力電圧を、前記切断Ｒ
Ｆ波形を生成するための切断用の第１の所定の閾値及び前記凝固ＲＦ波形を生成するため
の凝固用の第２の所定の閾値の少なくとも一方に制限するように、そして前記ジェネレー
タの前記組み合わせモードにおいて、前記第１の閾値と前記第２の閾値との間で絶えず交
互させるように、動作可能であることを特徴とする、請求項１から９の何れか一項に記載
の電気手術ジェネレータ。
【請求項１１】
　少なくとも３本の出力線を備え、また、前記組み合わせモードにおいて、前記組み合わ
せ信号のうち、前記第１のＲＦ波形である部分が前記出力線の第１のペアに送られ、前記
組み合わせ信号のうち、前記第２のＲＦ波形である部分が前記出力線の第２のペアに送ら
れるように、前記１つ又は２つ以上の電力源と前記３本の出力線との間の結合を変更する
ための、選択構成も備える請求項１から１０のいずれか一項に記載の電気手術ジェネレー
タ。
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